
全国女性部総会が2月1～2日に東京で開かれ、県内か

ら21名が参加しました。記念講演では科学ジャーナ

リスト植田武智氏が「PFASの危険性」について解説

を行いました。全国の農家女性が交流や報告を通じて

情報を共有し、食事やおしゃべりを楽しみながら、今

後の農作業に向けて英気を養いました。

農民連青年部総会では千葉県佐倉市を訪れ、
有機栽培で米、野菜を作られている方の取り
組みを聞きました。有機栽培の大変さ、その
活動へのエネルギーに感銘を受けました。そ
の後、農家だけではなく、学生、バイヤーの
方など様々な方たちとの議論をし、自分の営
農や活動を考える刺激となり、有意義な総会
でした。

オンラインから購入できます！
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無農薬・無化学肥料栽培の大豆を使用
したきなこです。牛乳や豆乳に入れて
きなこドリンクに、お餅やお団子、プ
リンにかけて召し上がっていただくの
もおすすめです！

化学農薬と化学肥料を使用していな
い有機JAS認証取得のお米です。自
然の栄養素がたっぷり含まれた美味
しいお米をぜひお楽しみください！

全国農民連青年部総会in千葉農民連女性部・第37回総会
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図
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←
）
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国
産
米
生
産
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と
需
要
実
績
の
推
移
を
示
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
、
２
０
２
３

年
の
２
年
間
で
需
要
に
対
し
て
大

幅
に
生
産
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
生
産
と
需

要
を
極
力
一
致
す
る
よ
う
に
国
が

生
産
目
安
を
示
し
ど
う
に
か
達
成

し
て
き
ま
し
た
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し
か
し
実
態
は
少
し
で
も
米
が

余
る
と
価
格
が
暴
落
す
る
苦
い
経

験
を
農
家
に
与
え
、
需
要
は
毎
年

１０
万
ト
ン
減
少
す
る
と
「
脅
し
」、

需
給
調
整
の
責
任
を
農
家
に
押
し

付
け
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

米
需
要
が
大
き
く
減
少
し
、
在
庫

が
増
え
、
２２
年
、
２３
年
に
大
幅
な

生
産
抑
制
を
し
た
こ
と
で
生
産
量

が
減
り
ま
し
た
。
物
価
高
に
対
し

安
価
な
米
の
販
売
進
捗
、
高
温
障

害
に
よ
る
精
米
歩
留
ま
り
の
減
少

な
ど
も
あ
り
、
米
在
庫
は
一
転
不

足
と
な
っ
た
こ
と
が
米
騒
動
の
原

因
で
す
。

　
表
１
（
←
）
は
９
月
末
の
民
間
米

在
庫
の
推
移
で
す
が
、
２３
年
、
２４

年
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

新
米
を
早
食
い
す
る
こ
と
で
「
食

い
つ
な
い
だ
」
の
が
実
態
で
す
。

米
の
不
足
感
が
増
す
ご
と
に
産
地

で
は
集
荷
競
争
が
起
こ
り
、
米
価

が
高
騰
し
ま
し
た
。

米
価
高
騰
に
よ
り

輸
入
米
が
急
増

　
米
価
が
高
止
ま
り
す
る
な
か
で
、

安
価
な
輸
入
米
が
増
え
て
い
ま
す
。

国
家
貿
易
の
Ｍ
Ａ
米
は
加
工
用

６７
万
ｔ
（
図
２
）、
需
要
が
な
く
て

も
日
本
政
府
は
毎
年
購
入
し
、
エ

サ
米
や
援
助
用
に
販
売
し
３
０
０

～
５
０
０
億
円
の
差
損
を
出
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
（
主

食
用
）
１０
万
ｔ
は
国
産
が
安
か
っ

た
の
で
輸
入
さ
れ
る
機
会
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｍ
Ａ
米

は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
内
の
「
輸
入
機
会

の
提
供
」
で
あ
り
義
務
で
は
な
い

た
め
、
農
民
連
は
中
止
を
毎
年
求

め
て
い
ま
し
た
。
財
務
省
に
と
っ

て
も
赤
字
を
垂
れ
流
す
厄
介
者
で

し
た
が
、
米
不
足
を
梃
に
、
い
ざ

と
い
う
時
は
Ｍ
Ａ
米
を
国
民
に
食

べ
さ
せ
よ
と
政
府
、
財
務
省
は
本

気
で
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ト

ラ
ン
プ
関
税
の
緩
和
の
た
め
に
Ｍ

Ａ
米
の
ア
メ
リ
カ
枠
を
広
げ
る
な

ど
国
産
米
を
犠
牲
に
し
て
取
引
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

国
家
貿
易
に
属
さ
な
い
一
般
関

税
（
３
４
０
円
）
を
払
っ
て
で
も

輸
入
米
が
安
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
、
約
１０
万
ト
ン
が
輸
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
輸
入
米
合
計
２０
万
ト
ン

と
安
価
で
放
出
さ
れ
た
備
蓄
米

６０
万
ｔ
に
よ
り
、
国
内
の
民
間
米

備
蓄
は
一
気
に
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
感

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

国
の
備
蓄
米
は
、
１６
日
分

　

江
藤
、
小
泉
農
水
大
臣
の
備
蓄

米
放
出
は
国
民
の
要
求
か
ら
遅
く

泥
縄
で
あ
っ
た
た
め
、
大
き
な
混

乱
を
招
い
た
。
現
在
備
蓄
米
は

３２
万
ｔ
し
か
な
く
国
民
の
１６
日
分

し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
災
害

時
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
早
急
に
備

蓄
米
買
上
げ
が
必
要
で
す
が
、
政

府
か
ら
は
何
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

不
足
か
ら
一
転
米
過
剰
が
政
府

に
よ
り
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

不
足
し
て
い
る
国
の
備
蓄
米
に
買

い
上
げ
れ
ば
済
む
こ
と
で
す
。
昨

年
の
集
荷
競
争
か
ら
高
い
米
を
仕

入
れ
た
集
荷
業
者
や
米
卸
な
ど
は
、

借
入
の
返
済
の
た
め
に
米
を
現
金

化
を
迫
ら
れ
、
６０
㎏
３
万
円
で
仕

入
れ
た
米
を
２
万
円
で
投
げ
売
り

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
廃
業
す
る
集
荷
業
者
も
出
て
く

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
令
和
８
年
産

の
低
米
価
が
予
測
さ
れ
、
米
農
家

の
離
農
が
進
む
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
米
さ
え
も
自
給
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
政

府
が
責
任
を
持
ち
、
ゆ
と
り
あ
る

米
備
蓄
と
機
動
的
な
放
出
と
買
取
、

直
接
の
所
得
補
償
を
い
ち
早
く
取

組
み
が
待
っ
た
な
し
で
求
め
ら
れ

ま
す
。

米
不
足
、
価
格
高
騰
の
混
乱
は
２
年
に
及
び
、
令
和
８
年
産
は
暴
落
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
米
価
の
乱
高
下
は
農
家
経
営
を
消
耗
さ
せ
、
さ
ら
な
る
離

農
を
招
き
ま
す
。
政
府
は
主
食
の
米
に
責
任
を
持
ち
自
給
率
向
上
、
食
料
安

保
保
障
の
観
点
か
ら
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

自民党農政の米政策が令和の米騒動を
引き起こし、主食さえもアメリカへ差し出す
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図1

大幅な
生産抑制により
米不足が発生

0

5

10

15

20

25

30

35

15

12

12
2

令和7年11月
備蓄米 (32万t)

令和2年産
令和3年産

令和4年産
令和5年産

令和6年産

数量が少ないうえ
に在庫も令和2年
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きない。
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図2 突出するアメリカ産米輸入（万t）
これまで以上にアメリ
カ産米が増加。しかし
アメリカ産米は干ばつ
の影響を受けやすく生
産が安定しない。

翌年6月末民間在庫 1ヶ月消費量 9月末在庫

2020年産 219t 58.7t 43t
2021年産 217t 58.4t 41.8t
2022年産 197t 57.6t 24.2t
2023年産 153t 58.8t -23.4t
2024年産 121t 59.3t -56.9t

新米が8月ら
収穫、供給さ
れ、新米でどう
にか食いつな
いだ。

表1


